
 

 

 

『湘南邸園文化ツーリズム』令和３年度登録計画事業実施報告 

湘南邸園文化祭連絡協議会 令和４年３月 

１．具体的な事業の実施状況 

■事業名：『湘南邸園文化祭 2021』の開催 

(1) 事業概要 

 『湘南邸園文化祭』は、邸宅・庭園や歴史的建造物等を利活用した様々な文化的催しを湘南地域一帯

で同時期に開催し、湘南の「邸園文化」の存在とその価値を発信するプロジェクトとして実施している。

2006年のスタートから今年度で第 16回目を迎え、継続的な事業実施を行った。 

 

(2) 実施概要 

・広報活動 

 ①各地の催しを紹介するガイドブック（13,400部）の発行・配布 

表紙                裏表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②ホームページ・Facebookでの情報発信 

  「湘南邸園文化ツーリズム」の紹介ページを作成して PR 



［湘南邸園文化祭 2021 開催実績］ 

・開催期間 ：令和 3年 9月 5日（日）～令和 3年 12月 12日（日） 

・主催団体数：25 

・催し数    ：47 

・開催市町 ：横須賀市、葉山町、逗子市、鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎市、平塚市、大磯町、二宮町、

小田原市、湯河原町、箱根町、横浜市戸塚区の 13市町 

・参加者数 ：9,323人 

イベントの様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＠二宮町／湘南みかんの収穫体験     ＠大磯町／明治記念大磯邸園ガイドツアー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＠横須賀市／万代会館の保全作業+邸園解説        ＠平塚市／八幡山の洋館のバラ見学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＠鎌倉市／湘南の邸園でのカメラ講座       ＠横浜市戸塚区／俣野別邸でのコンサート 
  



■他のツーリズム計画との連携 

(1) 事業概要 

本年度は、本ツーリズムに隣接する「富士・箱根・伊豆「皇室ゆかりの庭園」ツーリズム」と協力

し、催し開催や広報での連携を図ることで、広域への発信力を高め、来訪者の増加や認知度の向上を

図った。 

 

(2) 実施概要 

 本ツーリズムの構成庭園のひとつである明治記念大磯邸園と、「富士・箱根・伊豆「皇室ゆかりの庭園」

ツーリズム」の４つの構成庭園を会場に、「菊の展示」という共通テーマでの催しを同時開催し、企画連

携を図った。 

 

『湘南邸園文化祭 2021』の催しのひとつとして企画連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『湘南邸園文化祭 2021』ガイドブックには、「近隣連携」と題したコラムを掲載し、「富士・

箱根・伊豆「皇室ゆかりの庭園」ツーリズム」計画とその構成庭園などの紹介を行い、上記の

催しと合わせて広報連携も行った。 

 

ガイドブックの一コラムとして広報連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２．その他特筆すべき取組 

■雑誌掲載のための取材協力 

「日本のガーデンツーリズム」『My GARDEN』（No.100）で、「湘南邸園文化ツーリズム」の紹介ページ

作成のための取材に協力した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．まとめ 

(1) 全体を通しての成果 

 今年度の活動では、昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの感染対策を厳格に講じながら、当協議

会の主要な取組みである『湘南邸園文化祭』の開催を継続して実施することが出来た。昨年度の実施状

況を協議会会員の皆で情報共有を図ったことで、いずれの催しも円滑な催し開催が出来た。『湘南邸園

文化祭』を継続して開催することで、ガイドブックや HP等の媒体を通して、多くの方々に「湘南邸園

文化ツーリズム」の広報が図れたと思う。 

 定量的なデータでみると、コロナ禍での『湘南邸園文化祭』の開催ということもあり、来場者数は昨

年度と比べても大きな変化はにないが、主催となる団体数や催し数は増加しており、徐々に実施規模も

戻りつつある。来年度も事業規模を保ちつつ、一層の魅力発信を目指して、新たな広報戦略なども検討

していきたい。  

『湘南邸園文化祭』の開催実績 

 

 

 

 

 

 

(2) 今後の取組 

・ 『湘南邸園文化祭』の継続開催 

・ 明治記念大磯邸園整備事業との連携 

・ 地域を跨いだ連携の強化（ガーデンネックレス横浜なども検討） 

・ 認知度拡大のためのプロジェクト検討（共通フラッグの全施設設置など） 


